
会 議 録 

 

１ 会議名     令和 3年度 第 1回上越市スポーツ推進審議会 

 

２ 議題（公開・非公開の別） 

(1)令和 2年度の実績及び令和 3年度の取組について(公開) 

 

３ 開催日時    令和 3年 6月 29 日（火） 午後 2時 00 分から午後 2時 45 分まで 

 

４ 開催場所    上越市市民プラザ 第 1会議室 

 

５ 傍聴人の数   0 人 

 

６ 非公開の理由  なし 

 

７ 出席した者 氏名（敬称略） 

・委 員：土田了輔、髙橋正弘、相澤顕、星野浩一、熊木博幸、市川重雄、春日清美、

齋藤隆雄、市川康男、竹内昭彦、川澄陽子、和栗勝美、長﨑郷一 

・事務局：吉田課長、小山室長(全国高校総体推進室)、石田副課長、小山係長、齋藤主

事、佐久間生涯スポーツ指導員、加藤副室長(オリンピック・パラリンピッ

ク推進室)、曽根原指導主事(学校教育課) 

 

８ 任命書交付 

 

９ あいさつ 上越市教育長 早川 義裕 

   

１０ 自己紹介 

 

１１ スポーツ推進審議会について 

  小山係長が資料１に基づき説明。 

 

１２ 第 2次上越市総合教育プランについて 

  小山係長が資料２-１、資料２-２、資料３に基づき説明。 

 

１３ 委員長及び副委員長の選出 

  委員の互選の方法について、委員からの意見がなかったため、事務局の腹案として土

田了輔委員を委員長に、髙橋正弘委員を副委員長に提案し、承認された。 

 

 

 



１４ 議題 

(1)令和 2年度の実績及び令和 3年度の取組について 

小山係長が資料４-１、資料４-２、資料４-３に基づき説明。 

【土田委員長】 

 事務局より説明があった。これについて質問・意見等はあるか。 

【和栗委員】 

 ドイツ体操チームが 7月より当市へ合宿に来るが、感染者が出た場合、どういうふうに

対応するのか、具体的な基準は設けているのか。 

【加藤副室長】 

ドイツの合宿の受け入れ判断の目安について、現状として、具体的な基準は持ち合わ

せていないが、市民の安全・安心が最重要と考えている。受入れの可否については、都

度、判断していくことになる。 

 

１５ その他 

(1)学校の働き方改革を踏まえた部活動改革の取組について 

 曽根原指導主事が資料５-１に基づき説明。 

【曽根原指導主事】 

   部活動改革の取組の 1つとして、部活動指導員の取組について共有させていただく。 

学校の働き方改革が推進されている。部活動においても働き方改革を踏まえた中で文

部科学省からの資料のように概要が示されており、上越市においても、その取組の一つ

として、部活動指導員の配置を今年度より本格的に進めさせていただいている。 

今現在、部活動指導員を 1 名ずつ 7 校に配置している。その目的は、「部活動の円滑

化」、「教職員の多忙化解消」である。 

これまで出来なかった単独での部活動指導や大会引率を行うことが出来るようになっ

た。 

また、身分も技術職の 6 級とし、会計年度任用職員として学校の職員として採用して

いる。これまで顧問が行っていた審判や大会役員を含めた業務を行えるようになった。 

土・日の休みを主に、平日も含め、部活動指導員が勤務できる日を年間 52 回とし、学

校長の承認の下に執行することとしている。 

現在の 7 校の具体は、雄志中学校のバレーボール部、直江津東中学校の男子バスケッ

トボール部、春日中学校のサッカー部、安塚中学校で特設スキー、柿崎中学校の女子卓球

部、頸城中学校のソフトテニス部、板倉中学校のバレーボール部に部活動指導員を配置

している。 

部活動指導員の事業は、令和元年度、2年度において春日中学校においてモデル事業と

して行ってきた。その中で、保護者、子どもたち、職員からアンケート取っており、その

結果において、保護者からは「部活動の活性化につながった」、「子どもたちの技能向上

につながった」との回答が 100％であった。子どもたちからは、「技術の向上を感じられ

た」、「メンタル面の成長を感じられる」、「部活動がまとまった」など肯定的なアンケー

トの結果であった。顧問へのアンケートでは「経験のないサッカーの技術指導を担って



もらい、より精神的な負担が少なくなった」、「子どもが上手になる実感を得ているため、

子どもたちが意欲的に取り組むようになった」、「部活動指導員がいるおかげで、部活動

の顧問か副顧問が休みやすくなった」このような回答から、ほぼ目的を達成できたと考

える。 

令和 4 年度の配置の希望については、現在の 7 校よりも多くなっている。しかし、要

望が多いことに反して、指導者が不足しているという課題も抱えている。 

 

【市川康男委員】 

  資料内では令和 5 年度より、休日の部活動の段階的な地域移行とあるが、何か検討を

行っているのか。 

【曽根原指導主事】 

  上越市としては、具体的な検討は現段階では行っていない。 

校長会との相談や、その後、検討委員会などの設立により具体的に取り組んでいきた

いと考えている。 

 

(2)令和 3年度スポーツ推進審議会の日程(案) 

 小山係長が資料６に基づき説明。 

 

 

１６ 問合せ先 

教育委員会スポーツ推進課企画推進係     TEL：025-545-9246（内線 616-1330） 

E-mail：sports-k@city.joetsu.lg.jp 

１７ その他 

別添の会議資料も併せてご覧ください。 


